
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

発行：西土木事務所 

平成３０年 7 月 1 日  

公園では、春の訪れが近づく 3月頃から、カラスが巣を作り始めます。 

土木事務所には、毎年この時期になると「公園の木にカラスの巣があるので撤去してください！」

と言う相談が増えてきます。しかし、カラスの巣は、公園の高い木に作ることが多いので、撤去

は簡単なものではありません。また、たとえすぐに撤去しても、ヒナが巣立つまでは巣作りが繰

り返されるので、撤去のタイミングを見極める必要もあるのです。 

そこで、平成 30年度の公園愛護会交流会では、まずはカラスの生態を知ろうと、横浜市環境創

造局動物園課 担当係長の五十嵐 隆氏をお迎えし、カラスについてのお話をたっぷりとお聞きす

ることが出来ました。まさに「聞いてびっくり、知って納得」の内容でした。 

カラスが人を襲うのは、子どもを守るためと言われていますが、自分より大きな生き物が怖い

ので後ろから襲ってきます。後ろからの攻撃のためくちばしと勘違いする人も多いのですが、“爪”

で攻撃しています。飛びながらの攻撃は出来ないので、失敗して体当たりしているように思うこ

とがあります。ちなみに、くちばしは人の爪ぐらいのかたさで、爪は伸び放題なので痛いです。 

また、カラスは頭が良いと思われていますが、３歳の子どもぐらいで、目のみに頼っているの

で、人を正しく見分けられるほどではありません。ただし、外見（色・形）など、目に頼る部分

はかなり見分けられるので、「眼鏡をかけている」「帽子をかぶっている」などの特徴を見分ける

ことが出来ます。カラスに襲われることを防ぐために、カバンや傘などで頭をカバーし、カラス

から目を離さないようにすることが大切です。 

ちなみに、集団で行動することの多い動物ですが、集団で人を襲うというのは「ウソ」です。 

しかし、カラスは黒くて大きく、ごみを散らかしたりするので、嫌われたり、

怖がられたりします。そのため捕まえてくれと言う話もありますが、親ガラス

の、威嚇・攻撃がない場合は、そっと見守っていてあげてくださいね。 
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５月のあたたかな日、掃部山公園には、たくさんの子どもたちの声が響き

ます。何やらグループに分かれて公園を探検しているようでした。 

掃部山公園近隣にある「本町小学校」の児童さんが、掃部山公園のことを

学ぼうと広い園内を回っていました。 

公園の清掃に訪れていた愛護会の鈴木会長を見つけ、「ここで何をしてい

るのですか？」と質問すると、「公園のお掃除をしているんだよ！」と言わ

れ、普段みんなが遊んでいる公園を、毎日清掃してくれている人がいること

に、児童たちはびっくりしていました。そして、園内にゴミが落ちているの

をみつけると、今度は自分たちも公園のお掃除に参加したいと、意欲を見せ

てくれました。公園がきれいになると、たくさんの方が喜んでくれます。 

また別の日には、「戸部小学校」の児童さんが、花壇の花植えを愛護会と

一緒に行いました。数年前から「公園愛護会と一緒に花壇に花を植えたい！」

と花植えに参加してくれていて、今年も参加してくれました。 

この日は鈴木会長が、昨年の秋に植えたチューリップの球根が、春にきれ

いに花を咲かせた花壇を撮影した写真を見せてくれました。自分たちが植え

たお花を大切に育ててくれている人がいることを知り、みんな笑顔で写真を

見つめていました。 

後日公園を訪れると、本町小学校の児童さんが鈴木会長と一緒に、花壇の

お花に、自分たちが持ってきたジョーロで水やりをしていました。鈴木会長

は「いつもは一人で水やりをしているので、みんなが一緒だと助かるよ！お

花たちも喜んでいるね」と笑顔で語ってくれました。 

掃部山公園では、毎年８月の最終土曜日に『虫の音を聞く会』が開催され

ます。今年は開催に合わせ、きれいな花の装飾の設置を予定しています。 

たくさんの方が興味を持ってくださり、訪れてくださるといいですね。 

花植えは、小学生と一緒に

作業したり、愛護会のメン

バーのみと様々です。 

ぜひ花壇を見に行ってね 

質問を受ける鈴木会長 

写真に釘付けの児童達 

会話をしながら 
一緒に水やり 


